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Nakanoshima
Wedding

2
0
0
4
年
の
創
刊
か

ら
編
集
に
携
わ
る
、結

婚
情
報
誌
界
の
第
一
人

者
。結
婚
式
を
儀
式
性

と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
性
の
両
面
か
ら
見
つ

め
、時
代
の
気
分
の
移
り
変
わ
り
や
経
済
の
推
移
な

ど
も
含
め
て
、冷
静
に
流
行
を
分
析
・
発
信
す
る
。

こ
の
人
に
聞
き
ま
し
た

渡
辺
健
太
さ
ん

『Lei w
edding 

阪
神
版
』編
集
長

│
│
こ
こ
数
年
、
中
之
島
に
新
し
く
で

き
た
施
設
の
多
く
が
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
理
由
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
？

　

中
之
島
の
強
み
は
、
都
心
部
で
あ
り
、

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。

　

遠
方
の
親
戚
な
ど
結
婚
式
へ
参
列
す

る
人
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
会
場
ま
で

の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
は
重
要
で
す
よ
ね
。

た
だ
一
方
で
、
あ
ま
り
大
阪
に
来
た
こ

と
の
な
い
人
が
１
泊
し
て
帰
る
と
い
う

 キーワードは「非日常感」。

　目下の最新施設、［中之島ラブセン
トラル］にあるウェディング会場。２階の
独立型チャペルをはじめ、施設はすべ
て大阪を代表する空間デザイナー・間
宮吉彦氏率いるインフィクスがデザイ
ン。川に面したバンケットホールやパー
ティースペースなど、ロケーションを存分
に活かした造りで、昼はもちろんライトア
ップされた中央公会堂が目の前にある
夜も雰囲気はばっちり。上を走る高速
道路が玉にキズかと思いきや、これによ
って全天候型の施設となった。
http://riverwonderland.jp/

中之島
リバーワンダーランド

水晶橋のたもと、
公会堂を臨むロケーション。

中之島とウェディングの
いい関係。取材・文／江口由夏　

大迫 力（本誌）

ここ数年で中之島に新たに加わったキーワードが「ウェディング」。
オフィス街や歴史といった渋い一面とは異なる、華やかな中之島の一面を、
ウェディング業界の最新の傾向と共に見ていこう。

写真／平野 愛

業界研究から読み解く
「中之島婚」❶

なぜ、
「中之島で結婚式」

なのか?
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外
に
、“
水
”
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
最
強
で
す
よ
ね
。

│
│
最
近
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
満
足
度
も
高
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
『Lei w

edding

』
で
は
、
３
年
前

か
ら
「
花
嫁
準
備
隊
」
と
い
っ
て
、
婚

約
し
て
か
ら
挙
式
が
終
わ
る
ま
で
モ
ニ

タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
企
画
を
行
っ
て

い
ま
す
。
何
を
情
報
源
に
し
て
、
ど
う

決
め
た
の
か
追
跡
調
査
を
し
て
い
る
の

で
す
が
、
中
之
島
は
ト
ー
タ
ル
で
の
満

足
度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

結
婚
式
会
場
に
は
、
式
の
当
日
だ
け

で
な
く
、
挙
式
を
す
る
ま
で
に
、
打
ち

合
わ
せ
の
た
め
に
最
低
で
も
３
〜
４
回

は
会
場
を
訪
れ
ま
す
よ
ね
。
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
優
れ
て
い
る
中
之
島
は
、
そ
の

行
き
帰
り
が
デ
ー
ト
に
も
な
る
。
会
場

に
行
く
の
が
楽
し
い
、
と
い
う
ア
ド
バ

ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　

ゲ
ス
ト
か
ら
の
評
価
も
高
く
、「
大

阪
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
だ
！
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
れ
は
僕

も
同
感
で
す
。
17
年
前
に
東
京
か
ら
大

阪
へ
来
た
時
、
真
っ
先
に
ア
ク
ア
ラ
イ

ナ
ー
に
乗
り
ま
し
た
か
ら
。「
な
ん
で

こ
の
川
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
な
い
ん

だ
ろ
う
。
も
っ
た
い
な
い
な
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
（
笑
）

時
に
、
い
く
ら
便
利
と
言
っ
て
も
駅
周

辺
だ
け
で
完
結
す
る
の
は
寂
し
い
。
せ

っ
か
く
来
た
ん
だ
か
ら
、
観
光
し
た
い

で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
ゲ
ス
ト
へ
の
お

も
て
な
し
を
考
え
る
と
、
駅
に
近
け
れ

ば
い
い
と
い
う
問
題
で
も
な
い
ん
で
す
。

　

そ
の
点
、
川
に
囲
ま
れ
た
中
之
島
に

は
も
っ
と
も
大
阪
ら
し
い
水
の
都
の
風

景
が
あ
る
。
や
っ
ぱ
り
い
い
景
色
の
方

が
自
分
た
ち
の
記
憶
に
残
る
し
、
ゲ
ス

ト
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
。
ア
ク
セ
ス

至
便
で
、
な
お
か
つ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

良
い
場
所
と
な
る
と
、
中
之
島
に
な
る

ん
で
す
。

　

最
近
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
広
告
は
、
太

陽
や
空
や
緑
な
ど
リ
ゾ
ー
ト
っ
ぽ
い
雰

囲
気
の
も
の
が
主
流
。
今
や
都
心
で
あ

っ
て
も
非
日
常
的
な
風
景
を
演
出
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
中
之
島
に
は
窓
の

川
と
い
う
最
強
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

行
く
の
が
楽
し
い
と
い
う
強
み
。

 キーワードは「非日常感」。
　新しくできた［中之島リバーワンダーラン
ド］のパンフレットなどを見ると、川に面
したテラスで、バックに中央公会堂を臨む
ロケーションが強調されている。こうした

「非日常感」をどれだけ演出できるかが、人
気を左右するポイント。大きな窓から川を
眺められるチャペルを持つ［中之島バンク
ス］も、非日常感をうまく取り入れている
と言えるだろう。都心でありながら、こうし
た要素まで求められるのは考えてみればシ
ビアだが、それだけ競争が高まっているこ
との裏返しでもある。

堂島川に面した［中之島ラブセントラル］のデッキ。留め
袖姿のご婦人が歩くという中之島の新しい風景。

　2012年に独立型チャペル［トゥレジュール］、バンケッ
ト［シャトーグレージュ］、レストラン［サン＝ルイ アミュー
ズ］がオープンし、ウェディング会場としての機能が加わ
った。こちらもすべて間宮吉彦氏のデザインで、レストラ
ンの上がバンケット、バンケットとチャペルが隣接してい
るなど、移動を最小限に抑えている。その他、水上デッキ
を使ったパーティーなど、さまざまな演出に応えられるス
ペースがコンパクトに詰まっている。
http://www.nakanoshima-banks.com/

中之島バンクス

ウェディングの機能が加わり、
さらにグレードアップ。

写真／下村康典

写真／TAKUHO ABE
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│
│
都
心
で
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
と
言
え
ば
、

「
白
亜
の
豪
邸
」
み
た
い
な
建
物
も
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
中
之

島
の
周
辺
で
も
見
か
け
ま
す
が
、
あ
あ

い
う
場
所
も
、
確
か
に
「
非
日
常
感
」

は
た
っ
ぷ
り
で
す
ね
。

　

結
婚
式
の
会
場
と
言
え
ば
、
つ
い
20

年
ほ
ど
前
ま
で
は
ホ
テ
ル
か
専
門
式
場

く
ら
い
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
都
心
部
に
あ
る
ホ
テ
ル

が
高
価
で
、
専
門
式
場
は
少
し
離
れ
た

場
所
に
あ
っ
て
安
い
、
と
い
う
よ
う
な

棲
み
分
け
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
変
わ
り
始
め
た
の
が
２
０
０

０
年
代
で
す
。
２
０
０
０
年
頃
の
結
婚

組
数
は
全
国
で
約
80
万
組
。
そ
の
親
た

ち
は
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
に
あ
た
り
、

昔
な
が
ら
の
儀
式
を
嫌
い
、
親
族
同
士

の
関
係
性
も
薄
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
親
が
干
渉
す

る
こ
と
も
減
り
、結
婚
式
は
「
家
と
家
」

の
も
の
か
ら
、
２
人
の
個
人
の
も
の
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
社
会
の
変
化
の
中
、
特
に

花
嫁
に
な
る
若
い
女
性
の
夢
や
憧
れ
に

特
化
し
て
応
え
る
形
で
、
ハ
ウ
ス
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

と
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
迎
賓
館
／
邸

結
婚
式
が「
2
人
」の
も
の
に
。

　データを見ると、中之島で結婚式を挙げるのは、
大阪在住もしくは大阪の会社に勤めている人がほ
とんどです。大阪市外に住んでいる人でも、みんな
知っているし、アクセスが良いと思うんでしょうね。
また、都道府県別の結婚平均年齢は上昇傾向に
あります。同時に２度目の結婚という人も増えてい
る。年齢が上がるにつれて、なぜか別の人がやっ
た場所ではやらない傾向があります。そうなると、新
しい施設が多い中之島は必然的に選ばれやすく
なります。

渡辺健太のIDウェディング①  中之島が選ばれる意外な理由とは？

川、建築…
ここにしかない風景。
　例えば船の上で挙式をし、その後で披露
宴を行うプラン。大阪市中央公会堂や旧桜
宮公会堂などの名建築を会場にするプラン。
川、建築、歴史といった中之島らしいウェ
ディングプランも充実している。場所が持
つ特性をうまく演出に結びつけることで、
さまざまな好みの層を取り込むことができ
る。これからどんどん多様化していくであろ
うウェディングのあり方を考えると、これは
大きなアドバンテージになる。

Nakanoshima Wedding
　旧桜宮公会堂は、もともと昭和10年（1935）、明治
天皇記念館として建設された。正面玄関は重要文化財
で、明治4年（1871）竣工の旧造幣寮のものが移築さ
れている。長らく閉鎖されていたが、昨年、リノベーション
工事を終え、結婚式会場およびレストランとして開業。
名建築が醸し出す風合いを存分に活かした婚礼空間
に生まれ変わった。建物の外は日本庭園や桜の木など
緑であふれ、隣には同じく近代建築の泉布観があること
から、都心とは思えないリゾート感も味わえる。
http://produce.novarese.jp/smk/

旧桜宮公会堂

明治時代の名建築が
新たな会場に仲間入り。

業界研究から読み解く
「中之島婚」❷

ウェディング
新世代の登場。

夫 27.2 28.1 28.2 29.9 30.4

妻 24.9 25.4 26.2 28.2 28.8

1975年

大阪府の結婚平均年齢
（厚生労働省「都道府県別にみた夫・妻の平均初婚年齢の年次推移」より抜粋）

1985年 1995年 2005年 2009年

（歳）
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ハ
ウ
ス
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

（
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）

ホ
テ
ル

専
門
式
場

街に増え続けるゲストハウス。四
つ橋筋沿いの「アーセンティア迎
賓館」（左）。中之島でも「ラソー
ルガーデン大阪」（６月オープン予
定）が現在建設中だ。

宅
）
に
参
列
者
を
招
い
て
結
婚
式
や
披

露
宴
を
行
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

そ
の
多
く
が
西
欧
の
白
亜
の
豪
邸
風
の

建
物
で
す
。

　

大
阪
で
は
２
０
０
２
年
に
、
南
港
に

［
ア
ー
ト
グ
レ
イ
ス
・
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

コ
ー
ス
ト
］
と
い
う
会
場
が
で
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
変
化
を
僕
は
「
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
新
世
代
の
参
入
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
が
登
場
す
る

少
し
前
、
２
０
０
０
年
前
後
か
ら
流
行

し
始
め
た
の
が
レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
で
し
た
。
料
理
も
美
味
し
く
、
庭

の
あ
る
店
な
ら
海
外
映
画
の
よ
う
な
ガ

ー
デ
ン
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
も
楽
し
め
る
と

評
判
で
し
た
。

　

ホ
テ
ル
や
専
門
式
場
と
は
違
う
「
オ

リ
ジ
ナ
ル
」
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
、
そ
れ

が
高
じ
て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
進
出
に
拍

車
を
か
け
た
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

非
日
常
感
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在

の
流
行
を
生
ん
で
い
る
の
も
、
こ
う
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
信
仰
と
無
関
係
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」を
求
め
て
。

　顕著な傾向はホテルウェディン
グの減少で、ハウスウェディングが
上回っています。３位の専門式場
も施設の造りはゲストハウスとほぼ
同じ場合が多く、これを足すとさら
に増えます。レストランは少ないよ
うに見えて、ゲストハウスに分類さ
れる店も多く、境目は曖昧。ただ、
10年前はホテルが約半数でした
から、群雄割拠と言えるでしょう。

渡辺健太のIDウェディング②  どんなところで結婚式を挙げているのか？

Nakanoshima Wedding
　言わずと知れた中之島のランドマー
ク。実はウェディングの会場としては、か
なり前から有名だった。保存再生のた
めの改修工事が完了した2002年に
初めて披露宴が行われると、これが注
目を浴びるきっかけに。各社がこぞって
公会堂を会場にするプランを売り出す
ようになった。今もほぼ毎週、結婚式や
披露宴の会場になっている。興味のあ
る方はインターネットなどで、プランを発
売しているところを調べてみよう。

大阪市中央公会堂

大阪のシンボルは
結婚式の人気スポット。

　2009年、［川の駅はちけんや］の２
階にオープン。ふだんはフレンチレスト
ランとして営業しているが、テラスやバ
ンケットを使ったさまざまなスタイルのウ
ェディングに対応している。中でも面白
いのは、目の前にある船着場から出発
する水上の結婚式。大川に浮かぶク
ルーズ船に乗ってのセレモニーは、川
のほとりというロケーションをこれ以上
ないほど活かしたもの。まさしく水の都で
ある大阪を象徴するかのような演出だ。
http://riversuite.jp/

リバースイート大阪

船に乗って挙げる
結婚式はいかが？

35

30

25

20

15

10

5

0

神
社

ホ
テ
ル・
式
場
・

会
館
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

レ
ス
ト
ラ
ン

教
会（
国
内
）

教
会（
国
外
）

『Lei Wedding』読者が結婚式を挙げた会場
（2013年3月〜12月30日 ※抜粋）

（%）
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│
│
中
之
島
が
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
に
ぴ
っ

た
り
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け
増
え
る
と
競

争
も
厳
し
く
な
る
の
で
は
？

　

け
っ
こ
う
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
出
尽

く
し
て
い
る
感
じ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。

し
か
も
、
こ
れ
か
ら
少
子
化
で
カ
ッ
プ

ル
の
数
は
減
っ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
。

　

そ
れ
で
も
他
の
エ
リ
ア
に
比
べ
れ
ば
、

中
之
島
は
ま
だ
お
客
さ
ん
を
取
れ
て
い

る
エ
リ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
ハ

ー
ド
面
で
も
価
格
面
で
も
い
ろ
い
ろ
な

パ
タ
ー
ン
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

最
近
は
披
露
宴
と
２
次
会
の
区
別
が

な
く
な
っ
て
い
た
り
、
定
番
ス
タ
イ
ル

だ
け
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
以
前
は
ホ
テ
ル
が
い
い
な
と
思
う

と
、
ホ
テ
ル
同
士
で
比
較
し
て
い
た
ん

で
す
が
、
今
ど
き
は
ホ
テ
ル
と
レ
ス
ト

ラ
ン
で
比
較
す
る
と
か
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
と
ら
わ
れ
な
い
。
ホ
テ
ル
は
値
段
が

高
い
と
思
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
は

一
概
に
そ
う
も
言
え
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
、
こ
れ
は
僕
た
ち
メ
デ
ィ
ア

の
責
任
も
あ
る
の
で
す
が
、
今
の
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
イ
メ
ー
ジ
が
嫌
が
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
。
花
嫁
さ
ん

が
常
に
華
々
し
く
て
、
色
は
ピ
ン
ク
で

…
と
い
う
定
番
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
敬
遠
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
旧
態
依
然
と
し

た
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
業
界
そ
の
も
の
が
、

多
様
な
層
の
好
み
を
拾
え
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
ん
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
同
じ
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
で
は
な
く
、
老
舗
の
ホ
テ
ル
も
最

新
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
も

あ
る
の
が
中
之
島
の
面
白
さ
だ
と
思
う

ん
で
す
ね
。
中
之
島
周
辺
を
見
れ
ば
、

今
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
業
界
の
最
前
線
は

多
様
化
に
対
応
で
き
る
か
が
カ
ギ
。

ウェディングは
街の店をも変えた。
　2000年前後から流行し、一気に広まっ
たレストランでのウェディング。今や人気の
店は、スクリーンやプロジェクターがある
のは当たり前。バンケットルームや独立型
チャペルを備えていたり、契約しているプ
ランナーがいたり、あらかじめ演出に工夫
が凝らせるように造られている。施設やサ
ービスの充実ぶりは、ホテルやゲストハウ
スに引けをとらないところもあるほど。ウェ
ディングは、レストランの仕組みをも変え
るようになりつつあるのだ。

業界研究から読み解く
「中之島婚」❸

「一人勝ち?」
中之島のこれから。

川や船を取り入れる方法も実はいろいろある。予算やゲ
ストの人数に合わせて自分流にアレンジしてみては？

Nakanoshima Wedding
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中之島
リバーワンダーランド（P2）

大阪天満宮
神前式はここ数年、
支持率アップ。

リバー
スイート
大阪（P5）

ルポンドシエル
川の眺めと渋ビルの
雰囲気が好評。

リーガロイヤル
ホテル
（P8）

中之島
バンクス

（P3）

ラ・フェット ひらまつ（P6）
レストラン アラスカ

フェスティバルホールの
大階段で挙式も可能。

アーセンティア迎賓館
女性の憧れ、純白の
回廊付きの大邸宅。

アゴラシオン
ウェディングもOKな
最上階レストラン。

大阪市中央公会堂（P5）

旧桜宮公会堂
（P4）

GARB weeks
オープンテラスは
二次会使いが最適。

アスタープレイス
まさかの大聖堂に、
感動する女子多し。

アーフェリーク迎賓館
白亜の豪邸は
ハウスウェディングの定番。

ラグナヴェール 大阪
シャンデリアや
大きな窓が人気。

リストランテ サリーレ
元銀行のレストランは、
少人数向け。

オペラドメーヌ 高麗橋
辰野金吾の名建築が
結婚式会場に。

ラソール ガーデン大阪
この６月オープンの
新ゲストハウス。

大阪
駅

福島
駅

北新地駅

阪神
梅田
駅

西
梅
田
駅

東
梅
田
駅

梅
田
駅

福島
駅

新福
島駅

大江橋駅
渡辺橋駅

北
浜
駅

天
満
橋
駅

大阪天満宮駅

肥
後
橋
駅

本
町
駅

本
町
駅

堺
筋
本
町
駅

扇
町
駅

天満駅

南
森
町
駅

なにわ橋駅

淀
屋
橋
駅

中
之
島
駅

中之島
フェスティバルタワー

中之島
プラザ

ほ
ぼ
わ
か
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
大
阪
で

は
中
之
島
の
よ
う
な
エ
リ
ア
は
他
に
は

な
い
で
す
ね
。

│
│
中
之
島
と
は
関
係
な
い
の
で
す
が
、

せ
っ
か
く
な
の
で
い
い
結
婚
式
を
挙
げ

る
た
め
の
コ
ツ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

結
婚
式
で
大
切
な
の
は
、
人
生
の
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を
互
い
に
誓
い

合
う
こ
と
。
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
に
感
謝
し
、
お
も
て
な
し
を
す
る
こ

と
。
そ
し
て
、
世
代
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

の
現
場
を
分
か
ち
合
う
こ
と
。
準
備
期

間
で
お
互
い
を
理
解
し
合
い
、
ゲ
ス
ト

と
一
緒
に
感
動
す
る
時
間
を
つ
く
れ
れ

ば
結
婚
式
は
成
功
し
ま
す
。
だ
か
ら
、

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
人
が
い
る
か
ど
う
か
で
会
場

を
選
ぶ
の
が
コ
ツ
で
す
。

　

ど
ん
な
素
敵
な
結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ

る
の
か
、
そ
の
日
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
語

れ
る
か
ど
う
か
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
く
、

い
か
に
お
も
て
な
し
を
ア
シ
ス
ト
し
て

く
れ
る
か
が
決
め
手
で
す
。
お
金
の
面

で
も
、
十
分
に
必
要
な
も
の
の
値
段
が

い
く
ら
な
の
か
、
わ
か
り
や
す
く
話
し

て
く
れ
る
人
を
選
び
た
い
で
す
ね
。

　

自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
ア
シ
ス
ト
し

て
く
れ
て
、
決
断
を
急
が
な
い
。「
相

性
が
良
い
な
」
と
思
う
人
が
い
る
と
こ

ろ
が
ベ
ス
ト
で
す
。
そ
う
い
う
人
に
は

い
く
つ
か
回
れ
ば
出
会
え
る
も
の
。
個

人
的
に
は
会
場
の
違
い
、
人
の
違
い
を

考
え
て
、
３
件
ぐ
ら
い
は
比
べ
て
み
る

の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
会
場
さ
え
決
ま

れ
ば
、
３
〜
４
ヶ
月
あ
れ
ば
、
準
備
期

間
に
は
十
分
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

　現在、初婚の婚姻組数の４割が結婚式を挙げ
ていないと言われています。きちんとしたデータはな
いのですが、東京や大阪などの都心部ほど高いの
ではと推測されています。その４割のうちの半数は
経済的な問題ですが、残りの半分は「したくない」
んです。結婚式を挙げる意義を感じていない。アン
ケート結果を見ると、新生活など合理的なものにち
ゃんとお金をかけたいという意見が多い。何百万
円もかけて思い出ぐらいしか残らない結婚式は、消
費行動としては非合理的に映るようです。

渡辺健太のIDウェディング③  結婚式を挙げる人は減りつつある。
婚姻組数の推移と予測　■全国 ■関西

（リクルートブライダル総研発表のデータをもとに作成）

中之島はウェディングの街になりつつある、か？

　中之島フェティスバルタワー最上階
のフランス料理店［ラ・フェット ひらま
つ］は、料理はもちろん格式にもこだわ
ったウェディングができるレストランとし
ても大人気だ。少人数のシンプルなお
披露目会から、200名着席の盛大なパ
ーティーまで、華やぎのある複数の空間
が用意され、北西角のホワイエでは本
格的なチャペル挙式も可能。窓の外に
広がる地上200ｍの眺望が、まさに空
に浮かんでいるような雰囲気を演出す
る。レストランウェディングの進化を象
徴するような存在だ。
http://www.hiramatsuwedding.jp/
lafete/

ラ・フェット ひらまつ

地上200mの
レストランウェディング。
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Royal

Wedding

　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
前
身
の
新

大
阪
ホ
テ
ル
開
業
直
後
の
昭
和
10
年
代
か
ら
。

今
で
こ
そ
ホ
テ
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
は
当
た
り

前
に
な
っ
た
が
、
昔
は
ず
い
ぶ
ん
様
子
が
違

っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

当
時
の
写
真
を
見
る
と
、
高
砂
で
は
な
く

長
い
メ
イ
ン
テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
、
ゲ
ス
ト

が
座
る
の
も
丸
テ
ー
ブ
ル
で
は
な
く
正
方
形
。

新
郎
新
婦
を
含
め
男
性
が
タ
キ
シ
ー
ド
や
ス

ー
ツ
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性
は
和
服
姿
だ
。

　

ホ
テ
ル
で
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
が
一
般
的
に

な
る
の
は
、
戦
後
の
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
る
。

中
之
島
で
も
事
情
は
同
じ
で
、
昭
和
30
年
代

に
現
在
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
が
確
立
さ
れ
て

い
っ
た
よ
う
だ
。

　

披
露
宴
で
行
わ
れ
る
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ

ス
は
、
実
は
こ
の
頃
に
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

考
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
な
記

録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
そ
う
だ
が
、
自
由
な

発
想
で
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

華麗なる「ロイヤルウエディング」列伝。
中之島とウェディングと言えば、リーガロイヤルホテル抜きには語れない。
「ホテルウェディング」という言葉すらない時代からブライダルに関わる中、

そのスタイルやサービスは、時代によって変化し続けてきた。
取材・文／大迫 力（本誌）

昭和10年代、新大阪ホテルでの披露宴の様子。

開業時のパンフレットより。
「荘厳なる御神前結婚式
の設備は固より美容、着
付、写真撮影、余興、招
待状の印刷等一切の設
備を館内にご用意して居
ります」とあり、神前式が
可能な設備がすでにあっ
たことがわかる。

ホ
テ
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
の

流
行
は
戦
後
か
ら
。

8
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Wedding

　

ホ
テ
ル
で
の
結
婚
式
が
一
般
化
し
て
い
く

に
つ
れ
、
華
や
か
さ
を
増
し
て
い
っ
た
の
が

演
出
面
だ
。
昭
和
40
年
に
入
社
し
た
元
総
支

配
人
の
安
田
勇
次
さ
ん
（
現
・
セ
ー
ル
ス
統

括
部
支
配
人
）
は
、
そ
の
様
子
を
目
の
当
た

り
に
し
て
い
た
。

　
「
文
楽
の
人
形
遣
い
で
人
間
国
宝
の
吉
田

つ
く
ろ
う
と
し
た
わ
け
で

す
」

　

安
田
さ
ん
と
同
じ
く
昭

和
40
年
に
入
社
し
た
ベ
テ

ラ
ン
・
田
中
清
寛
さ
ん

（
現
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
担
当

支
配
人
）
は
、
親
子
2
代
3
代
と
続
け
て
結

婚
式
を
担
当
す
る
こ
と
も
多
い
そ
う
だ
。

　
「
ご
両
親
が
『
任
せ
て
お
け
ば
安
心
だ
か

ら
』
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
ん
で
す
。
緊
張
し

ま
す
が
、
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」

　

そ
ん
な
積
み
重
ね
の
中
で
、
だ
ん
だ
ん
と

「
大
阪
で
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
と
言
え
ば
ロ
イ
ヤ

ル
」
と
い
う
声
が
広
ま
っ
て
い
く
。
今
ま
で

で
一
番
多
か
っ
た
日
に
は
、
な
ん
と
26
件
も

の
婚
礼
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

サ
ー
ビ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
お
い
て
も
、

平
成
８
年
（
１
９
９
６
）
か
ら
は
、「
ブ
ラ

イ
ダ
ル
エ
ス
コ
ー
ト
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
。
一
般
的
な
介
添
人
で
は
な
く
、
母
親

の
よ
う
な
視
点
で
花
嫁
の
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
も
行
う
と
い
う
新
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
翌
年
に
は
ザ
・
ク
リ
ス
タ
ル
チ
ャ
ペ

ル
が
完
成
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
カ
テ
ド
ラ
ル
ス

タ
イ
ル
を
再
現
し
、
ホ
テ
ル
内
の
チ
ャ
ペ
ル

と
し
て
は
関
西
最
大
級
で
、
そ
の
壮
麗
さ
に

訪
れ
た
人
た
ち
は
驚
い
た
。

　

ま
た
、２
０
０
０
年
に
は「
シ
ビ
ル
式
」（
市

民
結
婚
式
）
を
ス
タ
ー
ト
。「
シ
ビ
ル
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
ミ
ニ
ス
タ
ー
」
の
資
格
を
持
つ
ホ

簑
助
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ

た
り
、
５
ｍ
お
き
に
バ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
を
立
た
せ
て

演
奏
し
て
も
ら
い
、
披
露

宴
か
ら
２
次
会
の
会
場
ま

で
案
内
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
デ
ザ
ー
ト
の
時
に
シ
ャ
ン
パ
ン
を

も
う
一
度
出
す
、
Ｗ
シ
ャ
ン
パ
ン
と
い
う
演

出
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
う
や
っ
て
流
行
を

テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
司
式
を
行
う
も
の
で
、
京

阪
神
の
ホ
テ
ル
で
は
初
め
て
。
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
の
あ
り
方
が
変
化
し
始
め
た
時
期
で
も
あ

り
、「
堅
苦
し
い
の
は
イ
ヤ
。
で
も
き
ち
ん

と
し
た
式
は
し
た
い
」
と
い
う
声
に
応
え
よ

う
と
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
が
流
行
し
始

め
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
［
シ
ャ
ン
ボ
ー

ル
］
で
も
即
座
に
プ
ラ
ン
を
打
ち
出
す
。
さ

ら
に
、
昨
年
、
歴
代
最
年
少
の
総
料
理
長
が

就
任
す
る
と
婚
礼
用
メ
ニ
ュ
ー
を
一
新
。
新

郎
新
婦
が
選
ぶ
こ
と
の
で
き
る
プ
リ
フ
ィ
ッ

ク
ス
コ
ー
ス
を
始
め
て
い
る
。

　
「
い
く
ら
歴
史
や
伝
統
が
あ
る
と
い
っ
て

も
、
今
が
悪
け
れ
ば
た
だ
の
古
い
ホ
テ
ル
で

し
か
な
い
。
そ
れ
ま
で
培
っ
た
も
の
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
時
代
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

取
り
入
れ
る
努
力
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
」（
安
田
さ
ん
）

　

今
や
当
た
り
前
と
な
っ
た
も
の
も
多
い
が
、

そ
の
背
景
に
は
、
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ

た
人
の
存
在
が
あ
り
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
た

め
の
時
間
が
必
要
だ
。
そ
う
考
え
る
と
、
中

之
島
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
と

つ
な
が
り
の
深
い
街
だ
っ
た
と
言
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

竣工時、驚きの声があがったザ・クリスタルチャペルは今も人気。

今回お話をうかがった田中さ
んは、シビルウェディングミニ
スターの資格も持っている。

一般
化
と
共
に
豪
華
な
演
出
に
。

時
代
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
。
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取
材・文
／
松
本 
創（
本
誌
）

中
之
島
と
宝
塚
は

 （
意
外
と
）つ
な
が
っ
て
い
た
。

年
は
宝
塚
歌
劇
の
１
０
０
周
年
な
ん

だ
そ
う
だ
。

︿
１
９
１
４
年
４
月
１
日
に
幕
を
あ
け
た
第

１
回
公
演
は
、
宝
塚
新
温
泉
で
開
催
さ
れ
た

大
阪
毎
日
新
聞
社
主
催
「
婚
禮
博
覧
会
」
の

余
興
と
し
て
、
パ
ラ
ダ
イ
ス
劇
場
で
上
演
さ

れ
た
﹀

　

と
、
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
。
な
ぜ
月
刊
島
民
で
そ

ん
な
話
を
…
と
い
う
と
、
中
之
島
界
隈
の
あ

る
老
舗
企
業
か
ら
「
１
０
０
周
年
記
念
で
、

宝
塚
歌
劇
の
女
優
さ
ん
が
う
ち
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
」
と
、

お
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

大
阪
天
満
宮
に
縁
深
く
、ち
ょ
っ
と
「
和
」

の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
こ
の
企
業
に
対
し
、
阪

急
的
郊
外
都
市
の
源
流
で
あ
る
宝
塚
。
阪
神

間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
権
化
の
よ
う
な
歌
劇
。
そ

の
結
び
つ
き
の
意
外
さ
を
思
っ
た
の
だ
が
、

い
や
、
よ
く
考
え
れ
ば
宝
塚
と
中
之
島
、
ふ

た
つ
の
地
は
案
外
昔
か
ら
人
や
文
化
の
行
き

来
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

わ
か
り
や
す
い
例
は
手
塚
治
虫
。
言
わ
ず

と
知
れ
た
「
マ
ン
ガ
の
神
様
」
は
宝
塚
で
育

ち
、
大
の
歌
劇
フ
ァ
ン
だ
っ
た
。

　

彼
の
曽
祖
父
は
北
浜
の
適
塾
で
学
び
、
本

人
は
中
之
島
時
代
の
大
阪
大
学
医
学
専
門
部

で
学
ん
だ
。
小
学
生
の
手
塚
少
年
を
天
文
の

世
界
へ
誘
っ
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
市
立
科

学
館
に
今
も
あ
り
、
彼
を
感
化
し
た
同
級
生

の
科
学
少
年
は
淀
屋
橋
の
時
計
店
の
社
長
に

…
な
ど
の
話
は
、
本
誌
で
も
紹
介
し
て
き
た
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
子
供
の
頃
か
ら
朝
日
会
館

（
後
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
）
に
ア
ニ

メ
映
画
を
観
に
通
い
、
デ
ビ
ュ
ー
作
は
堂
島

時
代
の
毎
日
新
聞
に
描

い
た
『
マ
ア
チ
ャ
ン
の
日

記
帳
』
…
と
、
手
塚
の
個
人

史
に
は
中
之
島
界
隈
が
頻
繁
に

登
場
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
何
か
あ
る
、
調
べ
ね
ば
な

る
ま
い
と
思
っ
て
い
た
時
、
絶
好
の
本
が

最
近
出
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　

京
都
文
教
大
学
講
師
の
長
㟢
励
朗
さ
ん
の

『「
つ
な
が
り
」
の
戦
後
文
化
誌　

労
音
、
そ

し
て
宝
塚
、
万
博
』。
手
に
取
っ
て
み
た
ら

抜
群
に
面
白
い
。
中
之
島
と
宝
塚
の
共
通
性

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
生
ま
れ
た
文
化
装
置

の
中
に
読
み
解
く
刺
激
的
な
論
考
で
あ
る
。

今

『「つながり」の戦後文化誌
労音、そして宝塚、万博』

（河出書房新社／ 2,310円）
労音の盛衰史を軸に、文化が
生み出す「つながり」の意味を考
える気鋭の著者のデビュー作。
ペギー葉山の貴重な証言もあり。
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宝
塚
の
共
通
点
は
、
そ
の
あ
た
り
に
あ
る
と

思
い
ま
す
」

　

な
る
ほ
ど
、
宝
塚
歌
劇
や
手
塚
治
虫
に
代

表
さ
れ
る
阪
神
間
文
化
と
、
労
音
や
朝
日
会

館
、
さ
ら
に
は
数
々
の
近
代
建
築
が
形
成
す

る
中
之
島
文
化
は
、
そ
の
距
離
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
う
し
た
志
向
性
で
つ
な
が
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
か
。
本
の
タ
イ
ト
ル
に
あ

る
万
博
は
、
さ
ら
に
過
激
に
「
未
来
」
を
志

向
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。

う
し
た
感
覚
は
、
長
﨑
さ
ん
が
生
ま

れ
育
ち
、
現
在
も
暮
ら
す
ミ
ナ
ミ
に

は
な
い
も
の
だ
と
い
う
。

　
「
ミ
ナ
ミ
の
文
化
は
、
逆
に
プ
レ
・
モ
ダ
ン
、

前
近
代
的
な
も
の
を
尊
ぶ
感
覚
が
強
い
で
す

よ
ね
」

　

ち
な
み
に
、
長
﨑
さ
ん
は
昭
和
58
年
（
１

９
８
３
）
生
ま
れ
の
30
歳
。
京
都
大
学
大
学

院
時
代
の
博
士
論
文
を
も
と
に
こ
の
本
を
書

き
上
げ
た
。
な
ん
で
そ
の
若
さ
で
、
今
は
も

う
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
た
労
音
に
焦
点

を
？　

そ
の
答
え
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。

　
「
も
と
も
と
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
論

を
や
っ
て
た
ん
で
す
。
で
も
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
革
命
だ
と
か
、
や
た
ら
ネ
ッ
ト
の
つ
な

が
り
を
礼
賛
す
る
感
じ
が
胡
散
臭
く
て
、
疑

い
を
持
っ
て
い
た
。
だ
っ
た
ら
、
あ
え
て
ネ

ッ
ト
の
な
か
っ
た
時
代
の
つ
な
が
り
を
調
べ

て
み
よ
う
、
と
。
そ
の
過
程
で
出
会
っ
た
の

が
大
阪
労
音
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
」

　

長
﨑
さ
ん
と
リ
ア
ル
で
つ
な
が
り
た
い
方
、

４
月
19
日
の
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
は
必
見
だ
。

　今回ご紹介した長﨑さんもご登場のナカノシマ大学4月講座「クラブ・
リバーサイドをもう一度」。元はカフェサロンだった中之島のビルを舞台に、
ＢＭＣ（ビルマニアカフェ）のみなさんによるトークや音楽ライブを開催。長
﨑さんのお話は、サロンがあった昭和30年代の大阪で流行っていた音
楽について。曲を聴きながら、かつての大阪の音楽シーンをふり返ってい
ただく。１日限定の春の文化祭をお楽しみに！
◎お申し込み方法はＰ14のナカノシマ大学ページを参照してください。

長﨑励朗さんはじめ、豪華ゲストが登場!
ナカノシマ大学４月講座。

と
い
う
わ
け
で
、
４
月
の
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学

に
も
登
場
し
て
く
れ
る
長
﨑
さ
ん
に
お
話
を

う
か
が
っ
た
。

は
、
大
阪
労
音
の
歴
史
か
ら
説
き
起

こ
さ
れ
る
。
正
式
名
称
は
「
大
阪
勤

労
者
音
楽
協
議
会
」。昭
和
24
年（
１
９
４
９
）

に
発
足
し
た
音
楽
鑑
賞
団
体
で
あ
る
。「
良

い
音
楽
を
安
く
聴
く
」
を
理
念
と
し
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画
開
催
か
ら
始

ま
っ
た
活
動
は
、
職
場
の
労
働
組
合
を
足
場

に
都
市
の
勤
労
青
年
た
ち
に
広
が
り
、
最
盛

期
に
は
大
阪
で
15
万
人
、
全
国
各
地
に
も
同

様
の
組
織
が
で
き
、
最
大
60
万
人
の
会
員
数

を
誇
っ
た
。

　

そ
の
始
ま
り
に
い
た
の
が
、
元
宝
塚
歌
劇

団
指
揮
者
で
作
曲
家
の
須
藤
五
郎
と
朝
日
会

館
の
名
物
館
長
、
十
河
巌
。
宝
塚
と
中
之
島

を
そ
れ
ぞ
れ
背
負
っ
た
２
人
の
出
会
い
に
よ

っ
て
、
戦
後
最
大
の
文
化
運
動
た
る
労
音
は

動
き
出
し
た
、
と
い
う
。

　

本
書
は
書
く
。

　
須
藤
五
郎
に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
た
「
ワ
リ

カ
ン
」
の
シ
ス
テ
ム
を
核
と
し
、
黎
明
期
を

十
河
巌
と
い
う
「
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
た
労
音
は
、
ま
さ
に
「
つ
な
が

り
」
の
団
体
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
意
味
を
長
﨑
さ
ん
は
、
こ
ん
な
ふ
う

に
解
説
す
る
。

　
「
労
音
は
、
今
で
言
う
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
ミ
ク
シ
ィ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
み
た
い
な
も

の
。
田
舎
か
ら
都
市
へ
出
て
き
た
若
者
た
ち

が
、
つ
な
が
り
を
求
め
て
入
会
し
、
会
費
を

払
っ
て
活
動
を
支
え
、
参
加
し
て
い
た
側
面

が
あ
っ
た
ん
で
す
」

初
は
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
＝
教
養
」
に
憧

れ
を
抱
く
層
を
取
り
込
ん
で
急
成
長

し
た
労
音
だ
が
、
や
が
て
タ
ン
ゴ
や
ジ
ャ
ズ

と
い
っ
た
当
時
最
先
端
の
西
洋
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音
楽
へ
も
手
を
広
げ
、
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
次
々
上
演
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、

そ
こ
で
も「
俗
悪
な
流
行
歌
」と
は
違
う「
高

尚
」
な
文
化
へ
の
憧
れ
は
残
っ
て
い
た
。

　
労
音
は
大
衆
性
を
持
ち
、
か
つ
聴
衆
に
一

定
の
上
昇
感
を
も
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
ポ

ジ
シ
ョ
ン
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
感
覚
を
長
﨑
さ
ん
は
「
キ
ッ
チ
ュ
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
み
解
く
。「
本
物
」

の
芸
術
で
は
な
い
が
、
都
市
の
中
間
層
を
形

成
し
た
「
平
均
的
」
な
人
び
と
に
と
っ
て
は
、

よ
り
身
近
で
「
本
物
く
さ
い
」
作
品
や
表
現
。

　
「
リ
ア
ル
よ
り
も
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
求
め

ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
中
身
は
、
西
洋
志

向
・
モ
ダ
ン
志
向
・
未
来
主
義
。
中
之
島
と

当

こ

話

若き日の須藤五郎。『宝塚・労音・
わが道』（須藤五郎・夏の書房）より。
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天
満
天
神
繁
昌
亭
で
は
、
土
地
を
提
供
し
て
い

る
大
阪
天
満
宮
に
敬
意
を
表
し
、
毎
月
25
日
の
夜

席
を
「
天
神
寄
席
」と
銘
打
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
を
開
催
し
て
い
る
。
５
月
か
ら
新
シ
リ
ー
ズ
が

始
ま
る
の
に
合
わ
せ
て
、
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
も
チ

ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
を
ス
タ
ー
ト
。
落
語
だ
け
で
な

く
、
髙
島
幸
次
先
生
や
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

ト
ー
ク
も
加
わ
る
新
シ
リ
ー
ズ
を
お
楽
し
み
に
！

繁
昌
亭
は
、生
ま
れ
る
べ
く
し
て

天
満
に
生
ま
れ
た
。

　

大
阪
天
満
宮
の
大
工
門
（
西
裏
門
）
を

出
た
あ
た
り
は
、か
つ
て
「
天
満
天
神
裏
」

と
呼
ば
れ
た
遊
興
地
だ
っ
た
。
明
治
・
大

正
期
に
「
天
満
八
軒
」
と
総
称
さ
れ
る
演

芸
小
屋
で
賑
わ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
風
土

は
、
江
戸
時
代
以
来
の
天
満
宮
境
内
に
お

け
る
大
道
芸
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。

　

明
治
20
年
代
に
な
っ
て
も
、
境
内
で
は

け
っ
た
い
な
大
道
芸
人
た
ち
が
話
芸
を
競

っ
て
い
た
。

　

居
合
抜
き
は
、
夏
目
漱
石
の
『
彼
岸
過

迄
』
に
登
場
す
る
浅
草
の
長
井
兵
助
の
名

を
語
る
偽
者
だ
っ
た
。
偽
者
だ
け
あ
っ
て
、

三
宝
の
上
に
乗
っ
て
鞘
を
後
ろ
に
落
と
す

と
い
う
怪
し
い
技
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ

で
も
、
１
日
に
数
回
し
か
見
せ
な
い
抜
刀

ま
で
群
衆
の
足
を
留
め
て
ち
ゃ
っ
か
り
歯

磨
き
粉
を
売
る
の
だ
か
ら
、
話
術
だ
け
は

本
物
だ
っ
た
。

　

白
ヒ
ゲ
の
砂
が
き
親
父
は
、
色
砂
を
地

面
に
落
と
し
て
絵
を
描
く
の
だ
が
、
客
か

ら
画
題
を
注
文
さ
せ
な
が
ら
、
結
局
は
自

身
の
得
意
の
絵
を
描
い
て
見
物
料
を
と
る

だ
け
の
話
芸
が
あ
っ
た
。

　

夫
婦
者
の
飴
売
り
は
、
夫
が
「
シ
チ
ャ

ラ
カ
ポ
コ
ポ
コ
、
ナ
ン
ダ
ボ
コ
」
と
歌
い
、

妻
が
「
チ
ャ
ン
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ン
」
と
三
味

を
弾
く
。
そ
の
見
事
な
呼
吸
は
、
境
内
で

一
番
の
集
客
力
を
誇
っ
て
い
た
。

　

放
生
亀
売
り
は
、
原
盛
太
郎
と
い
っ
た
。

客
は
亀
を
買
い「
亀
の
池（
星
合
池
）」
に

放
し
て
功
徳
を
施
す
の
だ
が
、
放
た
れ
た

亀
は
夜
に
な
る
と
盛
太
郎
宅
ま
で
戻
る
よ

う
に
習
性
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
も

し
そ
れ
が
本
当
な
ら
、
元
手
い
ら
ず
の
商

売
だ
。
盛
太
郎
は
、
の
ち
に
そ
の
儲
け
で

浮
か
れ
節
の
小
屋
を
買
い
取
り
、
日
本
一

の
浪
花
節
席
「
国
光
席
」
に
育
て
あ
げ
た
。

　

天
満
宮
近
く
の
地
下
町
に
住
ん
だ
宮
崎

八
十
八
は
、
境
内
で
の
八
卦
見
の
か
た
わ

ら
、
易
学
や
滑
稽
本
の
執
筆
・
出
版
も
行

っ
て
い
た
。
の
ち
、
そ
の
稼
ぎ
を
注
ぎ
込

ん
で
女
義
太
夫
の
「
南な

ん

歌か

く久
席
」
を
買
収

し
、落
語
の「
宮
崎
亭
」に
改
装
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
天
満
天
神
裏
に
は
話
芸
か
ら

演
芸
に
連
な
る
風
土
が
根
ざ
し
て
い
た
。

　

２
０
０
６
年
、
天
満
天
神
繁
昌
亭
が
開

席
し
た
が
、
そ
こ
は
か
つ
て
の
宮
崎
亭
の

地
で
あ
り
、
向
か
い
の
駐
車
場
の
場
所
に

国
光
席
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
の
風
土
が
、

繁
昌
亭
を
呼
び
寄
せ
た
に
違
い
な
い
。

笑
う
落
語
の
大
阪

  

第
一
回    

髙
島
幸
次

◉
5
月
の
お
題
は「
経
済
」

5
月
25
日（
日
）

 「
経
済
は

落
語
よ
り
奇
な
り
」

ネ
タ
／
桂
あ
お
ば「
道
具
屋
」

　
　
　

桂
文
昇「
は
て
な
の
茶
碗
」

　
　
　

笑
福
亭
仁
嬌「
壺
算
」

　
　
　

桂
米
團
治「
千
両
み
か
ん
」

ゲ
ス
ト
／
大
竹
文
雄（
大
阪
大
学
理
事
・
副
学
長
）

 

5
月
か
ら
企
画
が一新
!

 「
天
神
寄
席
」に
行
こ
う
。

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で

前
売
り
券
を
買
う
と
お
得
!

毎
月
25
日
の「
天
神
寄
席
」の
前
売
チ
ケ
ッ
ト
を
、ナ
カ
ノ

シ
マ
大
学
で
買
う
と
、１
８
０
０
円
で
入
場
で
き
ま
す

（
通
常
２
０
０
０
円
）。な
ん
と
1
割
引
の
太
っ
腹
。い
つ
も

の
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
と
同
じ
く
、ウ
ェブ
、ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
を
受
付
中
。お
得
な
チ
ケ
ッ
ト
で
天
神
寄
席

へ
行
こ
う
！

●
申
し
込
み
方
法
は
Ｐ
14
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
☎
０
６・４
７
９
９・１
３
４
０

「千両みかん」で落語のトリをと
るのは桂米團治師匠。

ゲストはNHK
「オイコノミア」
でおなじみ大
竹文雄さん。

た
か
し
ま
・
こ
う
じ

大
阪
大
学
招
聘
教
授
、追
手
門
学
院
客
員
教
授
、

大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
研
究
員
な
ど
を
務
め
る
。

「放生亀」は大阪では竹筒に
乗せて売られた。亀が手足を
バタつかせ、哀れをもよおすこ
とで客の気を引いた。（喜多
川守貞『守貞謾稿』より）

自分で映画を撮り、上映することはどれくらい難しいことなのだろう？

 「今どき映画人養成カフェ」scene#02　業界最新動向から考える、16mmフィルム映画の無謀な挑戦。講師／映画『月夜釜合戦』製作委員会
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映画『月夜釜合戦』とは？
　泥棒を生業とする主人公・今田は、石川五右衛門の供養として釜ヶ崎中の釜を盗むことを決意する。だがそのうちに釜が高値で売れるという噂が広まり、釜の奪い合いが社会現象に。満月の晩に釜ヶ崎で一番大きな釜を盗み出すのは誰か？　古典落語「釜泥（釜泥棒）」から発想を得た人情喜劇。現在、絶賛撮影中！　http://kamadoro.com/

日時／2014年5月22日（木） 

7:00PM〜8:30PM

会場／大阪府立江之子島文化芸術創造センター/enoco

受講料／1,000円

定員／50名

主催／映画『月夜釜合戦』製作委員会　

協力／ナカノシマ大学　シネ・ヌーヴォ

◎参加希望の方はメールでお申し込みを！

nakanoshima.univ.neo＠gmail.com

お名前・参加人数・連絡先をメールでお送りください。予約無しでも空

席があれば当日参加可能です。なお、受講票の発送は致しません。

問い合わせ／☎06-6582-1416（シネ・ヌーヴォ・担当：山崎）

 「今どき映画人養成カフェ」

ナカノシマ大学　　始まる!

自分で映画を撮り、上映することはどれくらい難しいことなのだろう？　ふだんの講義とは違うカジュアルな雰囲気で、まだ来たことのない人にも来てもらおうと始まった新シリーズのナカノシマ大学neo。２月に行われたその第１回目は、そんな思いが届いたようで、ほぼ全員が初参加。佐藤零郎監督率いる『月夜釜合戦』製作委員会メンバーの熱い思いが伝わる、濃密な時間となった。　第２回目は、少し寄り道をして、映画業界の最新動向をご紹介。どんな映画が流行っているのか、制作費やスタッフはどのくらい必要なのか、上映スケジュールはどのように決まり、誰がどれくらいお金をもらえるのか…などなど。これらを意識することで、16mmフィルムで撮影する自主制作映画である『月夜釜合戦』の「無謀さ」がより理解できるだろう。　質問や挙手も大歓迎、いつもとはひと味違う雰囲気を味わいに、ナカノシマ大学未体験の諸君もぜひ！

 「今どき映画人養成カフェ」scene#02　業界最新動向から考える、16mmフィルム映画の無謀な挑戦。講師／映画『月夜釜合戦』製作委員会

16mmカメラの

実演もあるぞ！

ネオはいつもと

ちょっと違う

ただいま快調に

撮影中です

写真提供／映画情報ウェブマガジン「キネプレ」
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道具から見た、店・人・街について。
あの３人が再びわいわいガヤガヤ語り合う。

　本誌編集発行人であり、「島民よ、こ
の店のこれを食え」を連載中の江弘毅が
新刊『有次と庖丁』（新潮社）を上梓した。
京都・錦市場の庖丁づくりの老舗である

［有次］は、400年以上の歴史を誇る。
店への取材はもちろん、京都や大阪の料
理人や堺の製作現場も訪ね、そのものづ
くりの真髄を探っている。
　その中にこんな一節がある。「庖丁の
話は深くて入り組んでいる。…『鯛は明
石に限る、いや和歌山の加太だ』などと
いったグルメ軸（＝消費軸）の話よりも
断然奥行きがある。…それぞれの店や料
理人の歴史や個性、さらには背景にある

哲学を物語ることが多いのだ」。道具に
ついて知ることは、すなわち店や街を深
く理解することでもあるのだ。
　今回は、同じく京阪神の店をメディア
を通して伝えてきた〝盟友〟たちが再び
集合。江の新作をきっかけに、庖丁をは
じめとする料理人たちの扱う道具につい
て語ることから、店や街で過ごす楽しみ、
さらにはそれを書く難しさがどこにある
のかを考えていく。
　料理については、書く方も知る方も、
●●産や××出身などのデータにとらわ
れがちだ。それだけではないことを、道
具の話は教えてくれる。

2014年5月講座

 「続・ちゃんとした店ってなんや?会議
 〝旨い〟道具の話」
講師／江 弘毅（本誌編集発行人・元『Meets Regional』編集長）

　　　吉村 司（編集者・元『Hanako WEST』編集長）

　　　石原 卓（クエストルーム代表・元『関西ぴあ』編集長）

日時／2014年5月27日（火） 
7:00PM〜8:30PM頃（開場6:30PM〜）

会場／キングオブキングス
受講料／2,000円（1ドリンク付き）
定員／60名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／新潮社

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もし
くはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスに
ついては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してく
ださい。ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書き添え
下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学5月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

 「続・ちゃんとした店ってなんや？会議〝旨い〟道具の話」

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎ 06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

料理人の哲学が
わかる

前回は2013年2月
に開催。会場は大
入り満員だった。今
回も同じく大阪駅
前第1ビルのレトロ
喫茶［キングオブキ
ングス］にて開催。

桶狭間の合戦と同じ1650年創業の老舗［有次］。
錦市場の店は、今や世界中の料理人が集う「名所」
となっている。その歴史について、1年半をかけてみっ
ちり取材。美しい写真とイラストも満載。

江 弘毅
『有次と庖丁』
（新潮社／1,600円＋税）

◎今月の授業

 【道具と人】
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知
ら
れ
ざ
る「
中
之
島
の
戦
い
」（難
波
戦
記
よ
り
）

　

慶
長
19
年
（
１
６
１
４
）、
大
坂
冬
の
陣

が
起
こ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
今
か
ら
４
０
０
年

前
で
あ
る
。
講
談
で
は
翌
年
の
夏
合
戦
と
合

わ
せ
て
「
難な

ん

波ば

戦せ
ん

記き

」
と
呼
ぶ
。

　

徳
川
家
康
が
豊
臣
家
に
難
癖
を
付
け
、
大

軍
で
大
坂
城
を
包
囲
し
た
が
、
城
内
に
は
軍

師
・
真
田
幸
村
が
い
た
の
で
手
出
し
が
で
き

ず
に
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
幸
村
に
も
一
つ
悩
み
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
城
内
に
気
位
が
高
い
だ
け
の
武
将
が

何
人
も
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

中
で
も
織
田
有う

楽ら
く

斎さ
い

は
「
ワ
シ
は
信
長
様

の
実
弟
、
す
れ
ば
淀よ

ど

殿ど
の

の
叔
父
じ
ゃ
」
と
威

張
る
。
が
、
戦
は
か
ら
っ
き
し
。「
有
楽
斎

殿
は
城
に
近
い
中
之
島
砦
（
天
満
橋
北
詰
め

辺
り
）
を
お
護
り
下
さ
れ
」
と
、
さ
す
が
の

幸
村
も
気
を
遣
っ
た
。

　

す
る
と
11
月
27
日
、
こ
の
日
は
夕
方
か
ら

冬
の
嵐
と
な
っ
た
。
城
内
の
幸
村
は
「
こ
の

よ
う
な
晩
は
徳
川
方
が
動
く
。
狙
う
と
す
れ

ば
有
楽
斎
殿
で
あ
ろ
う
。中
之
島
砦
の
西（
北

浜
４
丁
目
あ
た
り
）
に
は
、
敵
の
池
田
忠た

だ

継つ
ぐ

が
陣
を
構
え
て
い
る
」。
そ
こ
で
幸
村
は
有

楽
斎
に
使
い
を
出
し
た
。

　
「
中
之
島
は
大
し
た
砦
で
は
な
い
か
ら
城

内
へ
戻
れ
だ
と
？　

バ
カ
に
す
る
な
。
意
味

の
無
い
砦
を
ど
う
し
て
ワ
シ
に
護
ら
せ
た
。

何
が
あ
っ
て
も
こ
こ
か
ら
動
か
ん
」。
有
楽

斎
は
か
え
っ
て
意
固
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

夜
半
に
な
り
、
や
は
り
池
田
勢
は
動
い

た
。
と
こ
ろ
が
有
楽
斎
も
使
い
を
帰
し
た
直

後
「
あ
あ
は
言
っ
た
が
敵
が
来
た
ら
ヤ
バ
い

…
。
そ
う
じ
ゃ
、博ば

く

労ろ
う

淵ぶ
ち

（
西
区
松
島
辺
り
）

に
お
る
豪
傑
の
薄す

す
き
だ田

隼は
い

人と

に
嘘
を
つ
い
て
呼

ぼ
う
」。

　

可
哀
相
な
の
が
薄
田
で
あ
っ
た
。「
有
楽

斎
殿
が
急
用
と
の
こ
と
。
後
は
頼
む
ぞ
」
と

わ
ず
か
の
家
来
を
従
え
て
中
之
島
へ
。「
よ

く
来
て
く
れ
た
。
サ
ァ
馳
走
の
用
意
が
ご
ざ

る
」。
薄
田
は
用
を
聞
く
も
「
後
で
、
後
で
」

と
酒
を
注
ぐ
有
楽
斎
。

　

と
こ
ろ
へ
法
螺
貝
の
音
。
夜
嵐
を
つ
い
て

池
田
勢
が
中
之
島
を
西
か
ら
東
へ
。
天
神
橋

を
北
へ
渡
り
中
之
島
砦
へ
迫
っ
て
き
た
。「
や

は
り
来
た
っ
…
薄
田
殿
、後
は
任
せ
た
ぞ
よ
」

と
叫
ぶ
な
り
、
有
楽
斎
は
天
満
橋
を
南
へ
渡

り
（
一
説
に
は
泳
い
で
）、
城
内
へ
入
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
有
楽
斎
殿
っ
…
さ
て
は
池
田
が
来
た
ら

逃
げ
る
た
め
に
我
を
呼
ん
だ
の
か
っ
」
と
、

薄
田
は
憤
り
、
鬼
神
の
如
く
敵
を
蹴
散
ら
し

中
之
島
を
抜
け
、
博
労
淵
へ
戻
っ
た
時
に
は
、

そ
こ
も
敵
軍
に
奪
わ
れ
て
お
り
、
薄
田
も
職

務
怠
慢
と
責
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
「
中
之
島
の
戦
い
」
の
概
略
で
あ

る
が
、
史
実
は
不
明
で
大
阪
の
講
談
に
の
み

存
在
す
る
。
ち
な
み
に
史
実
で
言
え
ば
、
有

楽
斎
は
冬
の
陣
が
和
睦
に
な
っ
た
折
、
大
坂

城
を
抜
け
出
し
て
家
康
に
付
き
、
江
戸
で
屋

敷
を
宛
が
わ
れ
茶
の
湯
三
昧
を
し
た
。
そ
の

場
所
が
現
在
の
「
有
楽
町
」
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
有
楽
斎
が
許
せ
な
か
っ
た
か
ら
こ

そ
大
阪
で
「
中
之
島
の
戦
い
」
が
作
ら
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

き
ょ
く
ど
う
・
な
ん
か
い
　

１
９
６
４
年
、
兵
庫
県
加
古
川
市
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
卒

業
前
（
１
９
８
９
年
）
に
三
代
目
旭
堂
南
陵
に
弟
子
入

り
。
１
９
９
８
年
大
阪
市
よ
り
「
咲
く
や
こ
の
花
賞
」
授
賞
。

得
意
ネ
タ
に
「
太
閤
記
」「
難
波
戦
記
」「
浪
花
侠
客
伝
」「
天

満
宮
霊
験
記
」
な
ど
。

第
二
十
回

上
方
講
談
師
・旭
堂
南
海
の

15
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大阪フィルハーモニー交響楽団
2014年度前期 定期演奏会
第477回　4月4日（金）7:00PM〜、5日（土）3:00PM〜
第478回　5月28日（水）7:00PM〜、29日（木）7:00PM〜
第479回　6月26日（木）7:00PM〜、27日（金）7:00PM〜
第480回　7月18日（金）7:00PM〜、19日（土）3:00PM〜
第481回　9月25日（木）7:00PM〜、26日（金）7:00PM〜
料金／A席 6,000円　B席 5,000円　C席 4,000円
BOX席 7,000円　学生1,000円 （※3階席）　
※４月公演のＡ席は完売
http://www.festivalhall.jp/
問い合わせ／
フェスティバルホール チケットセンター☎06-6231-2221
大阪フィル･チケットセンター ☎06-6656-4890
※「定期演奏会 満喫講座」（４月４日・５月28日・６月26日）の
申し込み・問い合わせは朝日カルチャーセンター中之島教室

（☎06-6222-5222）まで。

　

首
席
指
揮
者
に
は
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
で
情
熱
的
な
手
腕
が
評
価
さ

れ
て
い
る
井
上
道
義
氏
（
右
写
真
）

が
新
た
に
就
任
。
４
月
の
就
任
披

露
公
演
を
皮
切
り
に
、
５
月
、
６

月
と
、
世
界
的
に
活
躍
す
る
マ
エ

ス
ト
ロ
や
ソ
リ
ス
ト
が
続
々
登
場
。

　

ま
た
、
出
演
者
を
講
師
に
迎
え
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
聴
き
ど
こ
ろ
や
練

習
秘
話
が
聞
け
る
「
定
期
演
奏
会 

満
喫
講
座
」
が
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
る
。
本
番
直

前
の
リ
ハ
ー
サ
ル
見
学
も
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
を
、
ど
う
ぞ
お
見
逃
し

な
く
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

「キテ･ミテ 中之島2014」
応募期間／４月１日（火）〜５月6日（火･休）
※当日消印有効
募集テーマ／３部門共通「中之島・バラ・橋」
応募サイズ／

【絵画部門】ハガキサイズ（100mm×148 
mm）、F4サイズ（334mm×242mm）、F6サイ
ズ（318mm×409mm）程度

【ちびっこお絵かき部門】（４歳〜小学生対象）
四つ切り画用紙サイズ（380mm×540mm）
程度

【川柳部門】ハガキに記載
応募方法／作品の裏面（【川柳部門】の場合
はハガキ）に、①郵便番号②住所③氏名（ふり
がな・ペンネーム可）④電話番号⑤年齢⑥学
生の方は学校名・学年を明記し、下記まで郵送。
〒540-6591 大阪市中央区大手前1-7-31 
ＯＭＭビル 私書箱35号　京阪電気鉄道株
式会社 経営統括室 事業推進担当「キテ・ミ
テ 中之島2014」係

●バラのセミナー
日時／5月19日（月）1:00PM〜2:00PM
集合／京阪電車なにわ橋駅改札口外付近
定員／30名

（当選者には当選の通知をもって連絡）
参加費／2,000円（税込）　※要事前申込
応募方法／往復ハガキ、またはメールに①郵
便番号②住所③氏名（ふりがな）④電話番号
⑤年齢⑥参加人数を明記し、5月9日（金・当日消
印有効）までに上記宛先または下記メールまで。
kitemite-nakanoshima@ml.keihan.co.jp

詳細・問い合わせ／京阪電車 お客さまセンター
☎06-6945-4560　http://www.keihan.co.jp

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１４年４月１日発行

「
橋
」。
オ
フ
ィ
ス
街
に
近
代
建
築

が
あ
る
風
景
や
、
橋
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
絵
に
な
る
こ
と
は
、
ご
存

じ
の
通
り
だ
。
春
を
迎
え
た
中
之

島
を
ス
ケ
ッ
チ
し
に
出
か
け
よ
う
。

　

期
間
中
は
、
テ
ー
マ
に
絡
め
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
バ
ラ
に
注
目

し
た
も
の
で
は
、
京
阪
園
芸
の
小

山
内
健
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
中
之
島

公
園
を
散
策
。
バ
ラ
で
有
名
な
中

之
島
公
園
の
見
ど
こ
ろ
や
育
て
方

に
つ
い
て
、
バ
ラ
の
ソ
ム
リ
エ
自

ら
熱
弁
を
ふ
る
う
貴
重
な
機
会
。

　

貸
し
切
り
電
車
の
網
棚
な
ど
の

内
装
を
利
用
し
た
、
車
内
ア
ー
ト
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
初
登
場
。
京
阪
電

車
に
し
か
で
き
な
い
イ
ベ
ン
ト
が

満
載
だ
。　
（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　
「
駅
か
ら
は
じ
ま
る
ア
ー
ト
イ
ベ

ン
ト 

キ
テ･

ミ
テ 

中
之
島
２
０
１

４
」で
は
、京
阪
電
車
中
之
島
線（
渡

辺
橋
駅
・
大
江
橋
駅
・
な
に
わ
橋
駅
）

を
会
場
に
、
一
般
か
ら
募
っ
た
絵

画
や
川
柳
の
ほ
か
、
関
西
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
コ
ラ
ボ
展
示

す
る
。
４
月
１
日
（
火
）
よ
り
、

展
示
作
品
を
募
集
中
な
の
で
、
お

気
に
入
り
の
中
之
島
の
シ
ー
ン
を

題
材
に
、
ぜ
ひ
応
募
を
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
中
之
島
」、「
バ
ラ
」、

　

昨
年
４
月
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
へ
、
大

阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

が
「
帰
っ
て
く
る
」
と
の
朗
報
が

届
い
た
。
か
つ
て
、
大
フ
ィ
ル
は

旧
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
で
定

期
演
奏
会
を
行
な
っ
て
お
り
、
ホ

ー
ル
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
の
を
機

に
、
再
び
定
期

演
奏
会
の
舞
台

を
戻
す
こ
と
に
。

今
年
度
か
ら
復

活
す
る
１１
年
ぶ

り
の
タ
ッ
グ
に
、

双
方
の
フ
ァ
ン

は
期
待
せ
ず
に

い
ら
れ
な
い
こ

と
だ
ろ
う
。

大
フ
ィ
ル
が

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ホ
ー
ル
に

帰
っ
て
く
る
!

大
フ
ィ
ル
が

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ホ
ー
ル
に

帰
っ
て
く
る
!

大
フ
ィ
ル
が

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ホ
ー
ル
に

帰
っ
て
く
る
!

イオン・マリン（第478回）©飯島隆

©OrchestraEnsembleKanazawa
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電
車
中
之
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で

ア
ー
ト
の
お
祭
り
開
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!
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山村流六世宗家 山村若氏蔵

歌川広重〈浪花名所図会 堂島米あきない〉
大阪歴史博物館蔵
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浮
世
絵
師
の
技
が
光
る

上
方
絵
の
特
別
展

て
は
や
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ブ
ー

ム
を
受
け
て
、
上
方
絵
の
研
究
が

進
む
近
年
。
新
た
な
視
点
で
、
大

坂
で
活
躍
し
た
絵
師
の
技
術
を
眺

め
た
い
。　
（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

３
月
７
日
（
金
）、
中
之
島
の
真

ん
中
に
、
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル

大
阪
プ
レ
ミ
ア
が
堂
々
オ
ー
プ
ン
。

場
所
は
京
阪
電
車
渡
辺
橋
駅
か
ら

ほ
ど
近
い
、
土
佐
堀
川
沿
い
。
今

は
東
京
に
も
ホ
テ
ル
展
開
す
る
三

井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
ズ
だ
が
、
1

号
店
の
大
阪
淀
屋
橋
開
業
か
ら
今

年
で
30
周
年
を
迎
え
、
再
び
大
阪

市
内
に
拠
点
を
増
や
す
こ
と
と
な

っ
た
。

　

本
誌
の
鉄
道
ご
意
見
番
と
し
て

お
な
じ
み
の
黒
田
一
樹
さ
ん
。
毎

回
あ
っ
と
い
う
間
の
満
員
御
礼
が

続
い
た
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
の
シ
リ

ー
ズ
も
、
２
月
に
ひ
と
ま
ず
終
了
。

鉄
道
へ
の
愛
と
辛
口
コ
メ
ン
ト
た

っ
ぷ
り
の
中
毒
性
の
高
い
ト
ー
ク

を
懐
か
し
ん
で
い
る
人
も
多
い
の

で
は
。

　

そ
の
黒
田
さ
ん
が
、
５
月
、
京

都
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
の
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー
「
京
阪
電
車
を
味
わ

う
夕
べ
・
第
二
夜
」
に
出
演
す
る
。

単
な
る
ウ
ン
チ
ク
で
な
く
、
路
線

や
駅
や
車
両
、
ダ
イ
ヤ
が
「
な
ぜ

そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
」
の
背

景
に
切
り
込
む
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点

か
ら
の
お
話
が
、
美
し
い
ス
ラ
イ

ド
と
共
に
帰
っ
て
く
る
。

　

開
業
前
の
ホ
テ
ル
を
横
目
に
通

り
過
ぎ
な
が
ら
、
オ
ー
プ
ン
は
ま

だ
か
と
焦
れ
て
い
た
人
も
多
い
か

も
し
れ
な
い
。
オ
フ
ィ
ス
街
に
新

し
く
仲
間
入
り
し
た
の
は
、
中
之

島
の
歴
史
や
水
辺
に
な
じ
む
よ
う
、

和
を
意
識
し
た
ア
ー
ス
カ
ラ
ー
の

建
物
。
春
に
は
サ
ク
ラ
が
咲
き
乱

れ
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ガ
ー
デ
ン
、

部
屋
の
快
適
さ
を
重
視
し
た
「
プ

レ
ミ
ア
」
シ
リ
ー
ズ
特
有
の
内
観
、

女
性
の
身
だ
し
な
み
を
気
づ
か
う

サ
ー
ビ
ス
に
も
気
合
が
入
る
。「
駅

に
近
く
、
周
辺
に
ホ
ー
ル
や
美
術

館
が
あ
る
エ
リ
ア
で
楽
し
く
一
日

を
終
え
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
ご
提
供
し
ま
す
」
と
、
副
支
配

人
の
西
原
進
介
さ
ん
が
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
た
。　

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

浮
世
絵
と
い
え
ば
、
葛
飾
北
斎

に
歌
川
広
重
な
ど
、
江
戸
で
流
行

し
た
「
江
戸
絵
」
が
思
い
浮
か
び

が
ち
。
実
は
、
京
都
と
大
坂
を
中

心
に
発
展
し
た
「
上
方
絵
」
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
っ
た
。

　

美
人
画
が
多
い
江
戸
絵
と
比
べ
、

上
方
絵
は
役
者
を
写
実
的
に
描
い

た
絵
や
、
町
の
に
ぎ
わ
い
や
名
所

を
描
い
た
作
品
が
多
い
と
い
う
。

『
浪
花
百
景
』、『
浪
花
百
勝
』
が
そ

れ
ら
の
代
表
だ
。

　

大
阪
歴
史
博
物
館
で
は
、
大
坂

と
京
都
で
流
行
し
た
「
上
方
絵
」

を
集
め
た
特
別
展
が
始
ま
る
。
集

ま
る
の
は
、
初
公
開
作
品
１５
点
を

含
め
た
２
１
２
件
。
上
方
絵
の
誕

生
と
発
展
に
触
れ
、
紹
介
さ
れ
た

名
所
を
た
ど
り
、
さ
ら
に
は
京
都

と
大
坂
の
そ
れ
ぞ
れ
の
上
方
絵
を

比
較
し
て
み
る
な
ど
、
お
よ
そ
４０

年
ぶ
り
の
大
規
模
展
示
だ
。

　

日
本
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
が
、
海
外
で
は
大
坂

で
つ
く
ら
れ
た
浮
世
絵
が
特
に
も

大阪歴史博物館 特別展
「上方の浮世絵—大坂・京都の粋

すい

と技
わざ

—」
期間／４月19日（土）〜６月１日（日）
時間／9:30AM〜5:00PM（金曜〜8:00PM）
※入館受付は閉館30分前まで
休館日／火曜日（休日の場合は翌日休）
※４月30日（水）は開館	
会場／大阪歴史博物館 6階 特別展示室
入場料／大人1,000円（常設展との共通券1,500円）
問い合わせ／大阪歴史博物館☎06-6946-5728

京都センチュリーホテル
「京阪電車を味わう夕べ・第二夜」
日時／５月５日（月・祝）
4:00PM〜7:00PM
会場／京都センチュリーホテル 
１階宴会場
入場料／夜の部

（大人6,500円・小学生以上同額）
予約・問い合わせ／☎075-351-0513

　

そ
の
他
に
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
盛

り
だ
く
さ
ん
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ
の
販
売
や
ブ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ

ル
の
食
事
も
あ
り
と
、
充
実
の
イ

ベ
ン
ト
だ
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

浮
世
絵
師
の
技
が
光
る

上
方
絵
の
特
別
展

浮
世
絵
師
の
技
が
光
る

上
方
絵
の
特
別
展

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
フ
ァ
ン
の
諸
君
、

あ
の
鉄
道
ト
ー
ク
が
帰
っ
て
く
る
!

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
フ
ァ
ン
の
諸
君
、

あ
の
鉄
道
ト
ー
ク
が
帰
っ
て
く
る
!

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
フ
ァ
ン
の
諸
君
、

あ
の
鉄
道
ト
ー
ク
が
帰
っ
て
く
る
!

三井ガーデンホテル大阪プレミア
全室フローリングスタイル。最上階（16階）にはスパがあり、庭を望めるバ
スタイムが楽しめる。3階〜15階は客室。15階のレディースフロアには、
女性に嬉しい美容機器が勢揃い。
2階には、間宮吉彦さんデザインの
和食レストラン「九州の旬 博多廊」
が入る。施設詳細や宿泊予約は
http://www.gardenhotels.co.jp/
osaka-premier/まで。
☎06-6444-1131

柳斎重春〈四代目中村歌右衛門の業平〉
山村流六世宗家 山村若氏蔵

歌川広重〈浪花名所図会 堂島米あきない〉
大阪歴史博物館蔵

２代長谷川貞信
〈浪花百勝のうち
堂島米市〉
大阪歴史博物館蔵
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仲
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「
味
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、香
り
も

強
い
。個
性
的
な
も
の
ば
か
り
で
す
ね
」

　

大
和
伝
統
野
菜
の
味
に
つ
い
て
、
料

理
長
の
井
村
浩
一
朗
さ
ん
は
こ
う
表
現

す
る
。
大
和
伝
統
野
菜
と
は
、
奈
良
県

で
伝
統
的
に
栽
培
さ
れ
て
き
た
品
種
の

こ
と
で
、
豊
か
な
歴
史
や
物
語
性
が
あ

る
の
も
他
に
は
な
い
特
徴
だ
。

　

代
表
的
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
「
大

和
ま
な
（
真
菜
）」
は
、
日
本
で
最
も

古
い
野
菜
の
一
種
と
さ
れ
、『
古
事
記
』

に
も
関
連
す
る
記
載
が
あ
る
と
い
う
。

他
の
葉
も
の
野
菜
と
は
違
う
風
味
や
甘

さ
が
あ
り
、
大
き
く
伸
び
た
形
も
と
て

も
野
性
的
だ
。

　
「
大
和
い
も
」
や
「
大
和
丸
な
す
」
な

ど
、
平
城
京
の
あ
っ
た
奈
良
時
代
か
ら

栽
培
さ
れ
て
い
た
も
の
や
、「
宇
陀
金

ご
ぼ
う
」「
結
崎
ネ
ブ
カ
」「
片
平
あ
か

ね
」
と
い
っ
た
地
域
名
を
冠
し
た
も
の

な
ど
も
含
め
て
全
部
で
18
品
目
。
収
量

が
多
く
な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で

は
ほ
と
ん
ど
が
奈
良
県
内
で
食
べ
ら
れ

て
い
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
少
し
ず
つ

流
通
す
る
範
囲
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
う
し
た
ま
さ
に
奈
良
の
恵
み
の
味

を
引
き
出
し
、
料
理
に
取
り
入
れ
て
い

く
の
が
井
村
さ
ん
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
。

　
「
例
え
ば
、
大
和
ま
な
は
苦
味
が
強

い
の
で
よ
く
水
に
さ
ら
し
て
ア
ク
を
抜

き
、
煮
物
に
使
う
時
は
追
い
鰹
を
し
た

し
っ
か
り
め
の
だ
し
に
し
ま
す
。
ク
セ

の
多
い
野
菜
ば
か
り
で
す
か
ら
、
下
ご

し
ら
え
に
は
一
番
気
を
使
っ
て
い
ま
す
。

大
き
さ
も
バ
ラ
バ
ラ
な
の
で
、
一
つ
一

つ
の
個
体
の
味
を
見
極
め
な
い
と
い
け

な
い
。『
今
日
は
ど
う
し
て
あ
げ
よ
う

か
な
？
』
と
、
い
つ
も
考
え
な
が
ら
料

理
を
し
て
い
ま
す
」

　

春
に
な
り
、
ち
ょ
う
ど
季
節
の
変
わ

り
目
。
こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
ま
た

新
し
い
野
菜
も
届
く
よ
う
に
な
る
。

　
「
夏
の
花
み
ょ
う
が
は
ふ
っ
く
ら
と

大
ぶ
り
で
香
り
が
強
く
、
刻
ん
で
サ
ラ

ダ
に
入
れ
て
も
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
し
、

天
ぷ
ら
に
し
て
も
旨
い
。
ま
た
、
大
和

こ
だ
わ
り
野
菜
の
半
白
き
ゅ
う
り
は
普

通
の
も
の
よ
り
水
分
が
少
な
い
の
で
、

味
が
通
り
や
す
く
漬
物
に
ぴ
っ
た
り
な

ん
で
す
」

　

ま
だ
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
も
の

を
は
じ
め
、
そ
の
味
を
料
理
に
よ
っ
て

伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
井
村
さ
ん
。

和
食
の
基
本
で
あ
る
季
節
感
を
、
大
和

伝
統
野
菜
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
も

大
切
だ
と
感
じ
て
い
る
。

華やぐ街に誘われてフェスティバルプラザの「技」　1

奈良の恵み、
大和伝統野菜を活かす。

［奈良 十三屋］ ●懐石料理

奈良 十
じゅうそうや

三屋
●中之島フェスティバルタワー 2F
　本店は奈良県信貴山のふもとにある料理が評判の旅
館。和食の基本に忠実に、味の強弱や色彩、器にもこだわ
った懐石料理がいただける。大和伝統野菜を中心に各地
から旬の素材を集め、寿司や肉料理も取り入れられる。昼
は日替わり膳（1,800円・税別）はじめコース５種、夜は懐石
料理のコース６種。☎06-4708-8138　11:00AM～
2:00PM（LO）　5:00PM～9:30PM（LO）　不定休

夜の「おもてなしコース」より。料理長が最も力を入れる前菜。椀ものは湯葉豆
腐と吉野葛を打ったキス、煮物は飯蛸、筍、ふきと旬を感じるものばかり。
下／料理の主役を張る野菜たち。左の奥にあるのが大和まな。大きな葉はや
わらかい口あたりと甘さが魅力。
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋 
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／カペラ書店／紀伊国屋書店 梅田本店/紀伊国屋書店 本町店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 梅田ヒルトンプラザ店／ジュンク堂書店 天
満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書店 梅田店／スタンダードブックストア／天牛堺書店 大江橋店／ブックファースト 淀屋橋店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店

［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会
堂／大阪市立中央図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追 
手門学院 大阪城スクエア／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪リバーサイドキャンパス／国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター
／中央電気倶楽部／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス

［店舗・医院など］アリアラスカ マーブルトレ／アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンターロ／喫
茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブンイレブン大
阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／フレイムハウ
ス／ミニジロー／宮 崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／ラ・クッカーニャ／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］大阪書店／紀伊國屋書店 京橋店／なんばミヤタ／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立図書館 ／川口基督
教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪市信用金庫 江戸堀支店／御舟かもめ／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バル
ピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂 フレスト店／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳堂／大阪大学本部／寝
屋川市役所／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。
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フェスティバルホール／奈良 十三屋
（中之島フェスティバルタワー２F／P16・18）

ABC
朝日放送

4/28
ナカノシマ大学
開催!

4/28
ナカノシマ大学
開催!

古河大阪ビル

大阪城

大阪市
中央公会堂

大阪天満宮

アートエリアB1

4/19
ナカノシマ大学
開催!

4/19
ナカノシマ大学
開催!
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科学館

大阪大学
中之島センター
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キングオブキングス
（大阪駅前第1ビル／P14）

5/27
ナカノシマ大学
開催!

5/27
ナカノシマ大学
開催!
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次号予告バラが咲いた。
中之島公園のバラ園に、堂島川沿いに咲く「バラの小径」、
古くからバラに彩られた中之島のルーツと、その鑑賞法をご紹介しよう。

●『月刊島民』vol.70は2014年5月１日発行です!

中之島
ウェディング
マップあり!

（P7）
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大阪
京都
　

滋賀

大阪城公園・さくら広場・ひらかたパーク・大阪市大附属植物園
男山・石清水八幡宮・清水寺・円山公園・哲学の道・
元離宮二条城・京都府立植物園・八瀬・大原・鞍馬・
宇治橋上流・醍醐寺・山科疏水・仁和寺・嵐山
石山寺・長等公園・坂本

１日５本

詳しくは、京阪電車主要駅の
K PRESS 2014春の増刊号をご覧ください。 

「便利でお得なチケット」も発売！
◎お問い合わせは…京阪電車お客さまセンター 
    Tel .0 6 - 6 9 4 5 - 4 5 6 0
    平日：9時～19 時　  土・日曜、祝・休日：9 時～17 時
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